
相対論的核物理問題（２００３年９月２９日） 
 
１．次の核子ψ と中間子σ のラグランジャンが与えられている時に次の設問に答
えよ。 
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１－１．オイラーラグランジェ（ＥＬ）の方程式は次のように与えられる。 
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ＥＬを使ってσ に対する運動方程式を求めよ。 
 
１－２．その時に核子の満たすべき運動方程式をＥＬを使って求めよ。 
 
１－３．核子の運動方程式を使って、連続の方程式を導き、４時限電流（密度と

３次元電流）を求めよ。 
 
２．問１の核子の運動方程式で g Uσ = と書いた時のディラック方程式は次の様に

書ける。 
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この方程式を次の設問に従って解け。 
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とおくことにより と の連立方程式を求めよ。ただし、ディラ

ックの行列は次の様に書ける。
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σrはスピン行列である。 
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２－２． gを消去して だけの方程式を求めよ。 f
 
２－３．その時にUが中心からの距離だけの関数 とするときにスピン軌道力

を求めよ。 
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２－４．その時に使う次の関係式を証明せよ。 
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